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１．	 共同利用種目（該当種目にチェック） 

□特定共同研究(A)	 	 □特定共同研究(B)	 	 ■特定共同研究(C)	 	 □一般共同研究 
□地震・火山噴火予知研究	 	 □施設・実験装置・観測機器等の利用 
□データ・資料等の利用	 	 □研究集会 
 

２．課題番号または共同利用コード	 	 	 ２０１０－Ｃ－０３ 
 
３．プロジェクト名、研究課題、集会名、または利用施設・装置・機器・データ等の名称 
	 	 	 和文：「首都直下地震防災・減災特別プロジェクト：①首都圏周辺でのプレート構造調査  
 （２）震源断層モデルの構築等制御震源を用いた地殻構造調査」	  
	 	 	 英文：Special Project for Earthquake Disaster Mitigation in Tokyo Metropolitan Area: 1. Regional 
characterization of plates beneath the metropolitan area and construction of source fault models (2) 
Seismic imaging of the lithospheric structure by controlled seismic sources  
４．研究代表者所属・氏名	 千葉大学大学院理学系研究科・伊藤谷生 
   （地震研究所担当教員名）	 	 佐藤	 比呂志	 	 	  
 
５．利用者・参加者の詳細（研究代表者を含む。必要に応じ行を追加すること） 
氏名 所属・職名 利用・参加内容または 

施設,装置,機器,データ 
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数 
旅費

支給 
伊藤	 谷生 千葉大学大学院理学研究科・教授 研究担当者 2010.4.01〜2011.3.31 365 無 
佐藤	 比呂志 東京大学地震研究所・教授 研究担当者 2010.4.01〜2011.3.31 365 無 
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准教授 
研究担当者 2010.4.01〜2011.3.31 365 無 

金田	 平太郎 千葉大学大学院理学研究科・

准教授 
研究担当者 2010.4.01〜2011.3.31 365 無 

蔵下	 英司 東京大学地震研究所・助教 研究担当者 2010.4.01〜2011.3.31 365 無 
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６．研究内容（コンマ区切りで 3つ以上のキーワードおよび 400字程度の成果概要を記入） 



キーワード：首都圏、プレート構造、地殻構造、長時間地殻変動 
九十九里-つくば間の南東側約 55km の区間（九十九里-霞ヶ浦測線）において、エアガン・バイブ
ロサイスの稠密発震による反射法地震探査を実施した。その結果、沈み込むフィリピン海スラブを

反射法によってイメージングできた。九十九里-つくば間の西部区間 50km（霞ヶ浦-つくば測線）に
おいて約 1km で稠密アレイを展開して自然地震観測を行った。西部区間に直交する MeSO-net の
藤岡-つくば測線の東北部とその延長約 30km 区間（つくば-水戸測線）で稠密自然地震観測を行っ
た。フィリピン海プレートと太平洋スラブに対応する二つのスラブをモデル化し、二次元粘弾塑性

体の数値実験により、スラブ衝突時の応力変化を求めた。関東地域の長時間地殻変動資料、反射法

地震探査によって得られた房総半島の垂直変動史について堆積深度の推定を行い、高度化した。伊

豆衝突帯での衝突の効果が、関東平野の上下変動に及ぼす影響について、数値実験によって検討を

加えた。 

 
７．研究実績報告（公表された成果のリスト＊１または 2000～3000字の報告書） 

（＊１論文タイトル、雑誌・学会・セミナー等の名称、謝辞への記載の有無、ポイント数、電子ファイル添付のこと 
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なお、本共同研究( C )の母体となった「首都直下地震防災・減災特別プロジェクト：①首都圏周辺で

のプレート構造調査 （２）震源断層モデルの構築等制御震源を用いた地殻構造調査」の平成22年度の
成果報告書は、以下に公開されている。http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/shuto/report/H22/index.html 


